
発明推進協会の本

PCTの実務はコレ一冊！ 最新情報を含む実務家必携の書

PCTの活用と実務第３版

淺見 節子／下道 晶久 著 A５判 全388頁 定価3,740円

2023年５月31日発行 ISBN978-4-8271-1382-2

1978年に発効した特許協力条約（PCT）による国際出願の件数は飛躍的に増加し、

2022年は約28万件、締約国は2023年３月に157か国となり、外国で特許を取得す

るための必須の手段となりました。本書は、PCTに係る最新のデータや規則改正、作成

書類の具体例、実務のポイントなど、PCTを効果的に活用するための有益な情報をふ

んだんに盛り込むとともに、手続の流れを分かりやすく解説しています。

法改正＆最新実務に対応、大幅リニューアル！

インド特許実務ハンドブック第２版

安田 恵／バパット・ヴィニット 著 A５判 全388頁 定価3,300円

2023年６月27日発行 ISBN978-4-8271-1385-3

インドでは、法解釈が確立していない条項や手続が多く、特許権を取得・維持する際

に疑問が生じる方も少なくないでしょう。第２版はインド特許法の基礎知識と実務上必

要な事項を一冊にまとめていますが、初版（2018年）以降、特許規則の改正や審査基

準の改訂、知的財産審判委員会の廃止等、激変するインドの特許実務に対応するだけ

でなく、近年の裁判例なども網羅し、より実務に即した内容となっています。

◆特許情報検索とパテントマップ作成入門 第３版

◆知的財産入門 第４版

◆工業所有権（産業財産権）法令集 第61版

中国における商標権の取得にお勧めの一冊！

中国商標に関する商品及び役務の類似基準
（日本語・英語訳付）及びその解説国際分類第12-2023版対応

岩井 智子（編集／解説・翻訳）／李 菲菲、滕 琰鋒、謝 佳（翻訳） Ｂ5判

全764頁 定価7,700円 2023年７月12日発行 ISBN978-4-8271-1387-7

本書は、2023年から中国で適用されている「類似商品及び役務の区分表」に日・英

の訳を付しています。また、直近の区分表の改訂における注意点の解説や、近時の最

高人民法院等における商品及び役務の類否判断を紹介しています。



ご購入のお申し込み ➡ FAX 03-5512-7567
書籍名 定価 送料 部数

中国商標に関する商品及び役務
の類似基準（日本語・英語訳付）及
びその解説
国際分類第12-2023版対応

7,700円 実費

インド特許実務ハンドブック
第２版

3,300円 360円

PCTの活用と実務 第３版 3,740円 360円

意匠法講義 2,750円 360円

類似商品・役務審査基準
国際分類第12-2023版対応

3,740円 実費

発明 2023年８月号 980円 360円

月刊「発明」年間定期購読

年 月号より □１年間 □３年間 □自動継続

◆お問い合わせ先◆
一般社団法人発明推進協会

◆申し込み等：市場開発チーム

TEL  03-3502-5491 FAX 03-5512-7567

E-mail booksupport@jiii.or.jp

◆書籍の内容：出版チーム TEL 03-3502-5433

◆発明推進協会のHPから書籍のご注文をいただいた場合、

「ネット限定サービス」として送料は全国一律の215円！

合計で3,000円以上のお買い上げの場合は送料無料！

http://www.jiii.or.jp ➡「発明推進協会の本」をclick！

◆お客様情報◆

申込日 年 月 日

種 別 □一般 □会員 （ 発明協会）

※一般と会員のいずれかに✓ してください。

※会員の方はどちらの発明協会か、都道府県をご記入ください。

※会員特典：書籍の定価の１割引き！

発 送 □同送を希望する □同送を希望しない

※発行日が異なる書籍を同時にご注文いただいた場合、全てを同送

（まとめて発送）するか否か、いずれかに✓ してください。

住所〒

会社名

部 署

名 前

電 話

E-mail

得意先
コード

※代金を得意先コードで精算する場合はご記入ください。

※ご記入がなかった場合、請求書を送付いたします。

ニッポンのモノづくりと知財部を応援する月刊「発明」

T H E I N V E N T I O N

AUGUST 2023

発明 ８月号 A４変形判 定価980円（年間購読料10,500円／送料込み）

◆特許よもやま話 ロンドン万国発明品博覧会1885について(2)

◆知財マスターへのエチュード♪ 部分意匠の類否判断(２)

◆WIPO国際出願・登録制度を生かそう

◆知財コンサルが創る企業の差別化と成長 (株)ティー・エム・

ピーの取り組み：保有知財の徹底活用を目指して

◆知財部さん、いらっしゃ～い。

取引先から「あの商品に似せろ！」と言われて断れない……

◆アセアン知財事情

ベトナムにおける特許権の権利化期間および上位出願人リスト

◆知的財産権判例ニュース 誤認混同の不存在が不正競争防止法

５条１項ただし書きの「販売することができないとする事情」に該

当しないとされた事例

◆判例評釈 Live Bar X.Y.Z.→A事件

◆日本の特許出願が遭遇する欧州の袋小路

中間概念化の補正要件

◆フェムテックとファッションローⅡ

◆少し深読み 特許法 新規性（2）

◆意匠公報で見る意匠登録出願の実態

Special Reports “真の循環型社会”を目指す産廃業者の挑戦

かつて産廃業者として、住民から反対運動が巻き起こった埼玉県の石坂産業。そ

んな存続の危機から逆転の発想で大胆な改革を展開し、産廃業者のイメージを一

新。地元での信用を取り戻しただけでなく、現在は日本屈指のリサイクル企業として

国内外から注目を集める存在となった。“真の循環型社会”を目指し、業界の枠には

まることなく独自の道を突き進む彼らの原動力は何なのか。その活動内容や背景に

ついて話を伺った。


